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常
任
委
員
会
審
査建

設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
案
第
９
号　

南
相
馬
市
企
業
立

地
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

県
の
支
援
策
の
中
身
が

全
県
的
で
、
幅
広
く
考
え
す
ぎ
て

い
る
。
今
後
市
条
例
で
救
済
す
る

し
か
無
い
と
い
う
事
例
が
、
今
後

増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
市
の

考
え
は
。

答　

弁　

我
々
の
被
災
地
の
既
存

企
業
が
使
い
た
い
希
望
が
多
く
あ

る
中
で
、
新
規
の
雇
用
を
生
ま
な

い
と
補
助
金
が
使
え
な
い
問
題
が

あ
る
。
今
後
被
災
地
の
行
政
と
し

て
使
い
勝
手
の
問
題
な
ど
を
訴
え

て
要
望
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
32
号　

南
相
馬
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

浦
尻
簡
易
水
道
、
村
上

簡
易
水
道
は
津
波
で
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
施
設
が
喪
失
し
て
い

る
。
新
た
な
発
想
で
周
辺
部
分
の

給
水
も
含
め
て
組
み
直
す
必
要
と

思
う
が
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

弁　

実
際
、
使
え
な
い
と
判

断
し
て
い
る
。
簡
易
水
道
統
合
拡

張
計
画
と
し
て
進
め
て
き
た
経
過

が
あ
る
。
そ
の
中
で
復
興
計
画
で

の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
小
高
区
全
体
を
簡
易

水
道
、
上
水
道
含
め
て
、
今
後
考

え
て
い
く
。

質　

疑　

今
回
の
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
の
考
え
に
つ
い
て
。

答　

弁　

現
段
階
の
補
償
に
つ
い

て
は
逸
失
利
益
と
追
加
的
費
用
と

い
う
こ
と
で
、
上
下
水
道
に
対
し

て
11
月
分
ま
で
協
議
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
説
明
を
受
け
て
お
り
、

現
在
、
事
前
協
議
中
で
あ
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
34
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
亜
炭
鉱
害
復
旧
施
設
維
持
管

理
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
35
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

東
部
地
区
の
集
落
排
水

と
公
共
下
水
道
の
一
本
化
は
出
来

な
い
か
、
ま
た
南
部
は
被
災
し
て

い
る
災
害
復
旧
や
集
団
移
転
の
方

向
を
見
据
え
た
処
理
場
の
方
針

は
。

答　

弁　

東
部
地
区
は
処
理
場
の

再
建
は
行
わ
ず
公
共
下
水
へ
接

続
、
南
部
は
処
理
軒
数
が
少
な
い

の
で
大
型
合
併
浄
化
槽
で
対
応
す

る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
承
認
。

議
案
第
36
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
工
場
用
地
等
整
備
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
39
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

原
町
区
の
場
合
深
井
戸

と
浅
井
戸
で
あ
る
。
現
段
階
で
は

全
て
検
査
限
界
以
下
と
あ
る
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

弁　

市
と
し
て
各
浄
水
道
の

系
統
ご
と
に
毎
月
10
日
・
20
日
・

30
日
に
独
自
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。

議
案
第
41
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
42
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て

質　

疑　

汚
泥
の
保
管
で
原
町
区

の
場
合
平
成
25
年
度
ま
で
は
大
丈

夫
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
中
間
貯

蔵
施
設
が
作
ら
れ
る
が
、
仮
置
場

と
の
関
係
に
つ
い
て
。

答　

弁　

下
水
汚
泥
は
産
業
廃
棄

物
と
し
て
処
分
場
へ
持
ち
込
む
の

が
原
則
。
一
定
の
基
準
を
超
え
た

汚
泥
は
中
間
処
理
施
設
に
持
ち
込

む
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
28
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

植
物
工
場
推
進
事
業
の

設
置
予
定
地
及
び
構
造
に
つ
い

て
。

答　

弁　

予
定
地
は
津
波
被
害
農

地
完
全
閉
鎖
型
の
ド
ー
ム
型
施
設

で
葉
菜
類
を
栽
培
す
る
方
向
。

質　

疑　

集
団
防
災
移
転
促
進
事

業
の
進
捗
に
つ
い
て
。

答　

弁　

現
在
、
関
係
地
権
者
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
移
転
者

の
意
向
が
出
来
る
だ
け
反
映
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
た
い
。

質　

疑　

農
業
経
営
改
善
支
援
セ

ン
タ
ー
の
内
容
に
つ
い
て
。

答　

弁　

現
在
、
専
任
相
談
員
３

名
を
配
置
し
、
認
定
農
業
者
、
集

落
営
農
に
関
す
る
相
談
な
ど
行

い
、
将
来
に
期
待
の
持
て
る
農
業

を
目
指
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

質　

疑　

環
状
１
号
線
整
備
事
業

の
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
。

答　

弁　

中
央
通
り
の
交
差
点
か

ら
南
へ
平
成
通
り
の
交
差
点
ま
で

の
舗
装
工
事
、
こ
の
区
間
に
つ
い

て
は
供
用
を
開
始
し
て
い
き
た

い
。

討　

論　

１
億
２
千
万
円
の
今
年

度
の
環
状
１
号
線
の
工
事
に
つ
い

て
は
不
急
の
事
業
だ
と
強
く
感
じ

る
。
予
算
の
組
み
直
し
を
求
め
て

反
対
と
の
意
見
。

　

総
事
業
費
14
億
１
千
４
百
万
円

と
い
う
投
資
を
し
て
い
る
。
本
年

度
は
舗
装
し
、
一
部
供
用
開
始
さ

れ
防
災
、
生
活
環
境
の
改
善
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
、
賛
成
と
の

意
見
。

採
択
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

請
願
第
１
号　

福
島
県
最
低
賃
金

の
引
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
採
択
。

環状１号線用地
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常
任
委
員
会
審
査

議
案
第
28
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

除
染
対
策
費
の
校
舎
等

線
量
低
減
化
事
業
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
る
施
設
と
、樹
木
の
剪
定
・

伐
採
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

対
象
は
原
町
区
、
鹿
島

区
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等
で
あ
る
。

樹
木
の
剪
定
に
つ
い
て
は
、
針
葉

樹
及
び
常
緑
樹
の
大
き
な
樹
木
を

中
心
と
し
て
強
選
定
を
行
う
。
ま

た
現
場
で
学
校
側
と
協
議
し
な
が

ら
、
庭
木
等
の
小
さ
い
樹
木
で
そ

の
場
で
処
分
で
き
る
も
の
は
伐
採

し
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

環
境
対
策
費
の
焼
却
灰

等
一
時
保
管
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
８
千
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
焼

却
灰
を
一
時
保
管
す
る
た
め
の
経

費
と
の
説
明
だ
が
、
そ
の
量
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁　

２
月
末
現
在
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い
る
焼

却
灰
は
170
・
82
ト
ン
。
飛
灰
（
ひ

ば
い
）
と
言
わ
れ
る
固
形
灰
は
、

389
・
91
ト
ン
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

雫
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い

る
量
は
、
焼
却
灰
の
み
で
41
・
38

ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

健
康
対
策
費
の
放
射
線

被
曝
検
診
事
業
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
検

査
結
果
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
結

果
の
公
表
は
市
長
部
局
が
責
任
を

持
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま

で
も
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
漏
れ
て
い

る
経
過
が
あ
る
。
今
後
の
情
報
管

理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答　

弁　

検
査
数
値
が
先
に
マ
ス

コ
ミ
に
報
道
さ
れ
た
事
実
が
複
数

回
あ
っ
た
。
本
来
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
検

査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
あ

く
ま
で
も
市
が
行
う
と
い
う
い
こ

と
を
委
託
先
で
あ
る
総
合
病
院
に

も
伝
え
、
き
ち
ん
と
し
た
管
理
体

制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
の
活
用
に
は
、
内
部
被
曝

の
状
況
を
調
べ
る
こ
と
で
、
汚
染

源
を
特
定
し
内
部
被
曝
を
防
止
す

る
と
い
う
目
的
も
あ
る
。
単
な
る

測
定
だ
け
に
と
ど
め
る
だ
け
で
な

く
、
被
曝
防
止
の
観
点
か
ら
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

内
部
被
曝
に
つ
い
て

は
、
食
べ
物
に
十
分
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
と
も

経
口
被
曝
や
吸
入
被
曝
の
調
査
を

含
め
、
医
師
と
協
議
を
進
め
市
民

の
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

生
活
保
護
総
務
費
に
つ

い
て
、
本
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
充
足
率
に
つ
い
て
。

答　

弁　

厚
労
省
の
基
準
で
は
、

受
給
80
世
帯
に
対
し
て
１
人
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
23
年
４
月
１
日
の
時
点

で
は
、
受
給
405
世
帯
に
対
し
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
４
名
と
な
っ
て
い
た

た
め
基
準
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
部
分
も
あ
っ
て
適

正
な
事
務
の
執
行
に
支
障
が
あ
っ

た
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
現
在
は

義
援
金
等
の
収
入
認
定
に
よ
っ
て

廃
止
さ
れ
た
受
給
者
も
あ
り
、
２

月
末
現
在
で
121
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
10

月
以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
状

況
に
よ
っ
て
は
人
事
当
局
と
協
議

し
な
が
ら
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

適
正
な
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

質　

疑　

保
健
体
育
総
務
費
に
つ

い
て
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助

金
に
つ
い
て
、来
年
度
の
内
容
と
、

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
小
高
区
の

紅
梅
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に

つ
い
て
。

答　

弁　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
実
施

を
予
定
し
て
い
る
が
、
コ
ー
ス
等

は
放
射
線
量
の
関
係
が
あ
る
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
実
行
委
員
会
で
決
定
し
た

い
。
紅
梅
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
に
つ
い
て
は
、
予
算
は
計
上
し

て
い
る
も
の
の
、
警
戒
区
域
解
除

後
の
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

質　

疑　

学
校
給
食
費
に
つ
い

て
、
食
材
の
放
射
線
検
査
と
、
地

産
地
消
の
考
え
に
つ
い
て
。

答　

弁　

現
在
は
丸
ご
と
検
査
と

い
う
こ
と
で
、
１
月
16
日
か
ら
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
測
定
器
で
事
後
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
事

前
の
検
査
を
各
学
校
の
給
食
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
た
簡
易
測
定
器
で

行
い
た
く
、
検
査
体
制
を
構
築
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
検

査
体
制
は
ま
だ
十
分
に
稼
働
し
て

い
な
い
の
で
、
順
調
に
稼
働
し
た

の
を
み
き
わ
め
、
保
護
者
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
食
材
の
地
産

地
消
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
29
号　

平
成
24
年
度
南
相

馬
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

質　

疑　

震
災
の
影
響
を
受
け
た

医
療
費
の
増
嵩
（
ぞ
う
す
う
）
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

一
部
負
担
金
の
免
除
も

原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
や
は
り
震
災
で
実
際
に
健
康

状
態
が
悪
化
し
た
方
や
、
避
難
先

に
お
い
て
新
た
な
医
療
機
関
で
初

診
で
受
診
す
る
こ
と
も
医
療
費
の

増
嵩
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
医
療
費
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
、
疾
病
の
重
篤
化
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
あ
る
た
め
、
避
難
先
で
の

健
康
診
断
の
受
診
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
進
め
た
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

陳
情
第
４
号　

聴
覚
障
害
者
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
充

実
と
推
進
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
願
意
は
妥
当
で

あ
り
、
本
陳
情
は
採
択
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

内部被曝検査を受ける小学生


